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鉄道構造物等設計標準・同解説（耐震設計）(H24 年 9 月)、（コンクリート構造物）(R5 年 1 月)、（鋼・合成構

造物）(H21 年 7 月)、（鋼とコンクリートの複合構造物）(H28 年 1 月)、（基礎構造物）(H24 年 1 月)、（土留め

構造物）(H24 年 1 月)に準拠 

 

 

本プログラムは JRSNAP のオプションツールとして、群杭基礎などの配置条件および N

値、φ値等の地盤条件から、JRSNAP解析用の地盤ばね値や制限値を自動算定することがで

きます。また、他の設計プログラムとの連携により、算定された基礎の応答値を照査する

ことができます。詳細は「JRSNAPとオプションの更新一覧」をご覧ください。 

①Ｏ   Ｓ     ：Windows10®、Windows11®（タブレットモードを除く） 

②Ｃ Ｐ Ｕ     ：2 ギガヘルツ (GHz) 以上のプロセッサ 

③メ モ リ －     ：8 ギガバイト (GB) 以上が望ましい 

④プリンタ－：OSの動作環境に対応した機種 

⑤そ の 他：インターネットへ接続できる事(ライセンス認証用) 

【特徴・用途】 

【動作環境】 

●開発：公益財団法人鉄道総合技術研究所 
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結果図 
(有効抵抗土圧力度） 

出力選択 

群杭入力条件 

https://www.jrseg.co.jp/software/info/jrsnap/jrsnap-option_changelist52.pdf

